
　生命科学科では、動植物や微生物の生命活動を分子レベルや
遺伝子レベルから理解することを基盤として、これらを人類が直
面している環境や食糧問題などの解決に活用することを目指し
ています。本学科では、生命科学の分野で専門家として活躍す
る人材や、生命科学の素養と同時に広い視野と総合的な判断力
をもった人材の育成を進めています。こうした目標を達成するた
めに、段階的な学習プログラムを用意しているのも本学科の特長
といっていいでしょう。1･2年次は、基礎から専門分野までを体
系的に学ぶことができる授業と実験のカリキュラムを組み、3年
次からは各自が興味をもった研究室に属して最先端の設備と技
術を駆使しながら卒業研究に取り組むことになります。生命の
謎に好奇心をもち、生物のもつ能力を人類のために役立てたいと
考える、意欲的な学生を歓迎します。

生命の謎を解明し、人類の未来に貢献する生命科学科 Department of 
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https://www.meiji.ac.jp/agri/department/life_science/cr_life.html  詳しくはホームページへ。
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※カリキュラムは変更となる場合があります。　※（　）内は単位数。

生命科学入門（2）
化学要論（2）
動物生命科学（2）
植物生命科学（2）
分子生物学入門（2）

細胞生物学（2）
遺伝学（2）
生物有機化学（2）
生化学Ⅰ（生体成分・酵素）（2）
微生物学Ⅰ（2）
インターンシップ（1）

生命科学実験Ⅰ（2） 生命科学実験Ⅱ（2）

文献調査・特別研究（4）　文献調査・特別研究（卒論）（4）卒論関係科目群

基礎科目群専門の基礎を学ぶ 専攻科目群より深く専門を学ぶ

植物細胞生物学（2）
植物環境生理学（2）
タンパク質科学Ⅰ（2）
微生物学Ⅱ（2）
動物生理学Ⅰ（2）
環境応答植物学（2）

植物工学（2）
植物機能制御学（2）
環境応答生物学（2）
分子遺伝学（2）
生体防御学（2）
生殖生物学（2）

動物を中心に学ぶ 植物を中心に学ぶ 微生物を中心に動物、
植物共通な事柄を学ぶ

分子生物学（2）
生化学Ⅲ（植物代謝）（2）
地学概論（2）

生化学Ⅱ（動物代謝）（2）
バイオインフォマティクス入門（2）
数学概論（2）
物理学概論（2）
インターンシップ（1）

動物生理学Ⅰ（2）
生体機構学Ⅰ（2）
タンパク質科学Ⅰ（2）
微生物学Ⅱ（2）
植物細胞生物学（2）

動物生理学Ⅱ（2）
生殖生物学（2）
生体機構学Ⅱ（2）
生体防御学（2）
分子遺伝学（2）
環境応答生物学（2）
動物再生システム学（2）

微生物学Ⅱ（2）
タンパク質科学Ⅰ（2）
植物細胞生物学（2）
動物生理学Ⅰ（2）
植物環境生理学（2）
環境応答植物学（2）

分子遺伝学（2）
環境応答生物学（2）
生殖生物学（2）
生体防御学（2）
植物工学（2）
動物生理学Ⅱ（2）

発生工学（2）
生体制御学（2）
遺伝子工学（2）
分子発生学（2）
ゲノム機能工学（2）
細胞情報制御学（2）
生物統計学（2）
ウイルス学概論（2）
動物栄養学Ⅰ（2）
バイオインフォマティクス（2）

植物分子生理学（2）
糖鎖生物学（2）
タンパク質科学Ⅱ（2）
生体機能物質学（2）
微生物工学（2）
生物物理学（2）

動物栄養学Ⅱ（2）
生体機能物質学（2）
実験動物学（2）
糖鎖生物学（2）
タンパク質科学Ⅱ（2）
生物物理学（2）

物理学実験（1）
地学実験（1）

インターンシップ（1） 動物栄養学Ⅰ（2）
分子発生学（2）
発生工学（2）
生体制御学（2）
遺伝子工学（2）
ゲノム機能工学（2）
細胞情報制御学（2）
生物統計学（2）
ウイルス学概論（2）
バイオインフォマティクス（2）

ウイルス学概論（2）
遺伝子工学（2）
ゲノム機能工学（2）
細胞情報制御学（2）
発生工学（2）
分子発生学（2）
生体制御学（2）
動物栄養学Ⅰ（2）
生物統計学（2）
バイオインフォマティクス（2）

微生物工学（2）
糖鎖生物学（2） 
タンパク質科学Ⅱ（2）
生体機能物質学（2）
植物分子生理学（2）
生物物理学（2）

教員からのメッセージ
　人口増加による食糧不足や経済発展に伴う廃棄物の増加が、人
類の健康や地球環境を脅かし始めています。石炭・石油や化学肥
料・農薬の大規模、継続的な使用によりこれらの問題の解決を目
指すこれまでの試みは、環境汚染、資源の枯渇、地球温暖化などを
招く要因ともなることから、困難なものとなりつつあります。健
康、環境問題の解決に、持続・再生可能な生物機能の積極的な利
用が求められています。生命科学は多様な生物のゲノム情報を基
盤として、分子・個体・集団レベルで生命現象を解き明かそうと
する研究分野ですが、その研究過程で見いだされる新たな生物機
能の発見が、上記問題の克服への解決の糸口となることも期待さ
れています。
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生命科学実験Ⅲ（2） 生命科学実験Ⅳ（2）

健康、環境問題の
解決に資する
生命科学研究

細胞情報制御学研究室

戸村 秀明 教授

生命科学分野の専門家（大学院、研究者）　生命科学分野の基礎知識をもった公務員、企業人、教員等

25 26MEIJI UNIVERSITYSchool of Agriculture




